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人工透析についての安全性の検証

　人工透析の技術は透析器・治療装置および関連技術の進歩に伴い、腎臓の
代替治療としてだけではなく幅広い医療分野に関与するようになった。背景
には多種多様な中空糸用素材の開発と、素材開発の技術進歩に伴い、特定の
病因物質除去が可能な治療技術の確立がある。一方、膜素材の多くは合成高
分子材質であり、製造過程で親水化剤、開孔剤などの添加物が加えられてお
り、短期的な安全性だけではなく、長期使用における人体への影響の検証も
重要な課題となっている。

研究内容

人工透析用膜素材からの溶出物の解析

　維持透析や救急領域で使用される人工透析用膜材質は基本的には共通で
あり、代表的な膜材質として polysulfone（PS）が臨床現場で頻用されている。
PSには親水、開孔剤として Polyvinylpyrrolidone（PVP）が使用されており、
同物質の人体への影響が懸念される。研究では膜材質からの溶出物動態の特
徴を、臨床治療条件を再現した in-vitro実験により検証している。得られた知
見から臨床治療における安全で効果的な治療条件を検討し、安全性の高い膜
素材の開発と新たな治療法の考案に繋げる基礎研究を目指している。
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図1．in-vitro実験図

図2．人工透析用膜材質からの溶出物解析
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